
―
　
は
じ
め
に

イ
ノ
シ
シ

（∽
湧

∽Ｒ
急
じ

は
ア
フ
リ
カ
北
部
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア

に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
偶
蹄
類
で
あ
る
が
、
狩
猟
資
源
と
し

て
の
導
入
や
飼
育
個
体
の
野
生
化
に
よ
り
南
北
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
ま
で
そ
の
分
布
を
広
げ
て
い
る

（高
橋
、　
一
九
九
五
）
。
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
域
で
は
深
刻
な
農
作
物
被

〈プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
　

こ
で
ら
　
ゆ
う
じ
＝
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。

平
成
六
年
、
東
京
農
工
大
学
農
学
部
環
境

。
資
源
学
科
卒
。
平
成
八

年
、
東
京
農
工
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
平
成
十

三
年
、
東
京
農
工
大
学
大
学
院
連
合
農
学
研
究
科
資
源

・
環
境
学
専

攻
博
士
課
程
修
了
お
よ
び
学
位
取
得
。
平
成
八
年
株
式
会
社
建
設
環

境
研
究
所
入
社
。
平
成
九
年
、
同
社
を
退
社
。
平
成
十
三
年
、
財
団

法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
。

財
団
法
人
　
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
　
　
小
）
土
寸
　
林
〓

一

害
が
見
ら
れ
て
お
り
、
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
乱
獲
や
豚
コ

レ
ラ
の
蔓
延
の
た
め
明
治
時
代
に
縮
小
し
た
分
布
域
が
近
年
急
速
に

拡
大
し
、
農
作
物
被
害
も
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
西
日
本

の
中
山
間
地
域
で
は
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
大
き
な
問
題
と
な

っ

て
い
る
。　
一
部
に
は

「イ
ノ
シ
シ
を
絶
滅
さ
せ
よ
」
と
の
声
も
聞
か

れ
る
が
、
地
球
上
の
長
い
生
命
の
歴
史
の
中
で
作
ら
れ
て
き
た
生
態

系
の
内
に
人
間
が
生
存
し
て
い
る
以
上
、
生
態
系
の
構
成
員
で
あ
る

野
生
動
植
物
を
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
は
人
類
自
ら
の
首
を
締
め
る
こ
と

と
同
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
状
況
で
イ
ノ
シ
シ
と
の
共
存

は
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
著
者
ら
が
研
究
を
行

っ
て

い
る
島
根
県
西
部
に
お
け
る
状
況
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
基
に
イ
ノ
シ

シ
と
の
共
存
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

２
　
拡
大
す
る
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
域

島
根
県
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
が
明
治

。
大
正
期
ま
で
県
西
部
の

山
地
に
限
ら
れ
て
い
た

（高
橋
、　
一
九
八
〇
）
が
、　
一
九
七
〇
年
代
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以
降
に
拡
大
し
、　
一
九
七
五
～

一
九
八
五
年
頃
に
は
島
根
半
島
を
除

く
県
全
域
に
広
が

っ
た

（島
根
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
、　
一
九

九
七
）
（図
１
）
。
こ
れ
に
伴
い
、　
一
九
七
三
年
以
後
は
県
内
で
の
捕

獲
数
が

一
，
○
○
○
頭
以
上
に
急
増
し

（図
２
）
、
二
〇
〇
〇
年
度

に
は

一
〇
，
○
○
○
頭
を
超
え
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
の
分
布
域
拡
大

″
／

ヽ
―

■■日1934年以前

舅蒻M1935～ 1964年

1 __11965年 以降

日本海

山口県

図1.島根県におけるイノシシ分布域の変化

1975       1980

年度

図2.島根県におけるイノシシ捕獲数の推移

（日
）
轟
螂
輝 の

原
因
と
し
て
は
、
捕
食
者
の
欠
如
と
狩
猟
規
制
、
人
為
的
な
放
逐
、

給
餌
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
積
雪
量
の
減
少
、
耕
作
地
の
減
少
と

い

っ
た
人
間
の
土
地
利
用
の
変
化
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（∪
丼
一●
”
８

の
い
“卜）
日Ｏ
∞
い
一一
∽
”
①
Ｎ
占
″〇
く
嘔
①
【”
貯^
〕
戯
′①
一一①
『一”
¨
ＰＯ
∞
〇
一　
］∪
①
σ
①
『●
”
『口
中
の
い

ユ
つ
日８
ｏ
一
Ｚ
ｏ
お
∽
Ｒ
ミ
・
日Ｏ
ｏ
ｕ
一
”
①
『”
ｏ，
ｏ
”
∪
”
協
”
●
ｐ
日ｏ
ｏ
９
。　
ハ

イ
イ

ロ
オ
オ
カ
ミ

（
の
電

お

』ξ
ヽ
し

が
明
治
時
代
に
絶
滅
し

て
以
後
、
日
本
に
は
イ
ノ
シ
シ

の
捕
食
者
は
存
在
し
な
い
。
し

か
し
、
島
根
県
の
狩
猟
者
数
は

一
九
七
六
年
ま
で
増
加
し
て
い

る

〈図
３
〉
こ
と
や
、
大
物
猟

の
人
気
が
県
内
で
高
ま

っ
て
い

る

（神
崎

。
大
束

‐
伊
藤
、　
一

九
七
七
）
こ
と
か
ら
、
捕
獲
数

の
減
少
が
分
布
域
拡
大
の
直
接

的
原
因
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

ま
た
、
積
極
的
、
恒
常
的
な
給

餌
や
放
獣
は
行
わ
れ
て
い
な
い
０

イ
ノ
シ
シ
は
三
〇
考
以
上
の
積

雪
で
移
動
を
妨
げ
ら
れ
、
そ
れ

が
長
期
間
持
続
す
る
と
生
息
が

困
難
に
な
る

（常
田

・
丸
山
、

一
九
八
〇
）
が
、　
一
部
の
山
間
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地
を
除
く
と
島
根
県
で
そ
の
よ
う
な
地
域
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
が
イ
ノ
シ
シ
個
体
群
の
成
長
と
分
布
域
拡
大
の
要
因
で
あ

っ
た
と

は
考
え
に
く
い
。

島
根
県
浜
田
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で

一
九
九
四
年
か
ら
実
施
し

た
発
信
機
装
着
個
体
の
追
跡
調
査
お
よ
び
痕
跡
調
査
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
が
広
葉
樹
林
、
水
田
放
棄
地
、
竹
林
を
選
択
的
に
利
用
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（小
寺
ほ
か
、
二
〇
〇

一
）
。
島
根
県

で
は
高
度
経
済
成
長
期
が
始
ま
る

一
九
六
〇
年
代
ま
で
、
農
家
の
余

剰
労
働
力
を
使

っ
た
薪
炭
生
産
が
副
業
と
し
て
行
わ
れ
、
最
盛
期
に

は
山
村
農
家
の
五
〇
％
以
上
が
従
事
し
て
い
た

（島
根
木
炭
史
編
集

委
員
会
、　
一
九
八
二
）
。
し
か
し
、
木

炭
需
要
の
急
減
や
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
、　
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
こ
れ
ら

の
山
林
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
が
選
択
的
に
利

用
し
た
広
葉
樹
林
の
大
半
は
、

」ゝう
し

た
林
齢
四
〇
～
五
〇
年
の
コ
ナ
ラ
や
ア

ベ
マ
キ
が
優
占
す
る
落
葉
広
葉
樹
林

で
、
森
林
の
上
部
が
開
い
て
い
た
た
め

ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ヒ
サ
カ
キ
等
の
低
木
の

茂
み
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
た
。
水
田

放
棄
地
は

一
九
七
〇
年
か
ら
の
減
反
以

後
急
増
し
て
い
る

（図
４
）
。
そ
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
放
棄
地
で
草
刈
り
等
の
管

理
が
全
く
行
わ
れ
て
い
な

い

（例
え

ば
、
浜
田
市
の
水
田
放
棄
地
三
〇
五
箇

所
の
内
、
二
九
六
箇
所

（九
七
％
）
は

全
く
管
理
さ
れ
て
い
な

い
）
。
ま
た
、

水
田
放
棄
に
よ
り
水
田
に
付
随
す
る
竹

（＜
）黒
押
蒸
無

1975       1980

年度

図3.島根県の狩猟者数の推移

図4.島根県におけるイノシシ捕獲数と水田放棄地面積の推移
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